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「見 よ 、 わ た し は 新 し い 事 を な す 。

や が て そ れ は 起 る 、

あ な た が た は そ れ を 知 ら な い の か 。

わ た し は 荒 野 に 道 を 設 け 、

さ ば く に 川 を 流 れ さ せ る 。 」

דָע֑וּהָ וא תֵֽ ח הֲלֹ֖ י עֹשֶׂ֤ה חֲדָשָׁה֙   עַתָּ֣ה תִצְמָ֔ הִנְנִ֨

ון נְהָרֽות׃ ישִׁמֹ֖ רֶךְ   בִּֽ ים בַּמִּדְבָּר֙ דֶּ֔ אַף֣ אָשִׂ֤

（イザヤ書　43:19）
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はじめに
「津和野藩　異宗門徒人員帳

(1)

」には、ある家族の名簿が記されている。
家頭を国太郎とした守山一家である。彼らは長崎浦上村から津和野藩に
流され、日々「説諭」と称した「拷問」を受けていたと語られている。国
太郎は 1870年に 66歳で死んだ。死因は「拷問死」であったという。彼
に続いて、母・カメ 62歳

(2)

、長男・米太郎 36歳、長女・キヨ 31歳、次
女・マツ 27歳、次男・甚三郎 24歳、三男・甚吉 18歳、四男・祐次郎
14歳がいた

(3)

。国太郎の他、甚吉と祐次郎もこの地で死んでいった。
本稿はこの「守山祐次郎」の死因とされる「十字架刑」について考察す
るものである。守山家は 8名中、改心（キリシタン棄教）した者は 2名
であり、その他 6名は最後まで「頑なに」信仰を守った「不改心者」と
して語り継がれている

(4)

。祐次郎もそのうちの一人であったが、彼は過酷 
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な説諭と拷問を受け、14歳という若さで命を落とす事となったのである。
島根と山口の県境、山間の盆地に広がる津和野の、更に小高い山の上
には「乙女峠」がある。ここにキリシタンたちが幽閉された光琳寺とい
う寺があった。ここは、津和野キリシタンたちが流配された時には既に
廃寺となっており、当時は人目に触れずに建っていたという。津和野藩
の説諭・拷問は、他藩に比べて特に厳しかったというが、人目に触れ難
かった事が一因を為しているのかもしれない。だがそれゆえに多くの逸
話も残されており、本稿の題材はその中でも興味深い話の一つとして伝
わるものである。
現在光琳寺跡には「乙女峠記念聖堂マリア堂」が建てられ

(5)

、迫害を受
けたキリシタンたちの死を偲び、その信仰を讃えて顕彰している

(6)

。この
乙女峠には一つの案内看板が立てられており〔写真Ⅰ〕その全体図が示
されている。この案内の 12番には「守山祐次郎少年、明治四年（1871

年）11月、殉教の十字架跡」と書かれており、黄色い光に包まれたよう
な白い十字架が小さく描かれている。しかし図で示された 12の場所〔写
真Ⅱ〕を見ると実際には何も記念碑的なものは置かれておらず、「十字架
跡」とされている割にはそれと分かる立札すらもない。
乙女峠から数百メートル離れた津和野町中心部、カトリック津和野教
会の敷地内に「乙女峠展示室」がある。ここに津和野キリシタンの「迫
害」「殉教」の様子が、言わばダイジェスト版として 22枚の絵と文によっ
て紹介されている。その 16、 17、 18が守山祐次郎に関する内容であり、
16〔写真Ⅲ〕は彼の十字架刑に関する内容となっている。そこには次の
ような説明がある。

……そこで十一月の初めに盛岡
(7)

は祐次郎を裸にし、道端に立てた十
字架にくくりつけました。村人たちがやって来てからかい、竹の棒
でつつきました。「キリストを捨てろ。このキリシタンのばか者め。」
しかし、祐次郎はいつもただ一言答えるだけでした。「いやです。」
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ここには「道端に」「立てた」「十字架」と書かれており、更に「村人」
が「竹の棒でつついた」という侮辱が加えられていることが記されてい
る。〔写真Ⅲ〕の絵の部分を拡大したのが〔写真Ⅳ〕であるが、明らかに
十字架上の祐次郎という図柄になっている。

1. 「十字架
3

刑」への疑問
浦上の信徒たちが津和野に流配されたのは 1868年 7月 20日

(8)

（陰暦 6

月）から 1873年 5月 9日までの約 5年間であり
(9)

、祐次郎の死は 1871年
の出来事であった。この 5年間の事について記録された最も古い資料は、
『高木仙右衛門の覚書

(10)

』（以下、『高木覚書』であり、執筆年は 1877–79年
とされている。その後、パリ外国宣教会の司教であるフランシスク・マ
ルナスが、浦上に帰還した信徒たちへの聞き取りを基にして『日本基督
教復活史

(11)

』を 1896年に出版し、その後の浦上キリシタン史の重要な資料
となっている。高木仙右衛門と共に迫害を受けた守山甚三郎も『守山甚
三郎の覚え書』を 1917年に残しており（以下『守山覚書』）

(12)

、長崎に帰還
してから 40年以上経ってからの資料とは言え、津和野キリシタン史とし
ては重要な一次資料として数えられている。浦川和三郎の『旅の話

(13)

』、永
井隆の『乙女峠

(14)

』、池田敏雄の『キリシタンの精鋭
(15)

』（以下、『精鋭』）な
どは、上記の文献を基に、浦上帰還者への聞き取りによって書かれた二
次（あるいは三次）文献と数えられることが多い

(16)

。津和野キリシタンに
ついて書かれた資料は大まかにはこれしかなく、他の著作はこれらの資
料を下敷きにしつつ断片的に書かれたものとなる

(17)

。
論者の疑問は、『高木覚書』『守山覚書』の両方に「守山祐次郎の十字
架刑」に関する記事が一切書かれていない事にある。キリシタンが「十
字架にかけられる」という出来事は、単なる拷問・迫害を超えて、シン
ボリックな出来事でさえあり、キリストの死と同化されることを喜びと
する当時のキリシタンたちにとって

(18)

、この上なく名誉な処刑法であった
と考えられる。しかしここには「名誉の十字架刑」が全く記録されてい
ないのは甚だ不自然である。『守山覚書』に関して言えば、近しい肉親で
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ある弟を亡くしたという「心の痛み」がそれを語らせなかった、という
事も考えられなくはない。だが『守山覚書』が書かれた 1917年は、1871

年の祐次郎死去の年から 46年という実に半世紀近い時間が経過してか
らの記述であり、祐次郎について述べていない理由を「心の痛み」とする
にはやや無理があるように思われる。更に、『守山覚書』を編集・出版し
たパチェコ・ディエゴは「……だから話を終わらなかったり、数頁が紛
失したのは非常に残念なことです。父国太郎の死、弟祐次郎の殉教の話
が確かに書かれていたでしょうに」と語っている

(19)

。しかし、池田敏雄に
よると「その覚書は途中で中断しているが、紛失したものではなく、甚
三郎が忙しくなって書けなくなったか、もう書きたくなかったか、とに
かく繁松氏

(20)

の方でも、それ以上請求しなかったそうである
(21)

」とあるよう
に、「祐次郎の十字架」の記事が欠けているのは、「紛失」した為ではな
く、甚三郎自身が「書か

3

なかった」為である。心の痛みによって「書け
3

なかった」可能性も無くはないが、本人がそれを語っていないため、裏
付ける根拠とはならない。甚三郎は江戸時代、寺子屋に通って文字を習
い、平仮名に漢字を少しまじえてきれいに書けるようになっていたので

(22)

、
記録を残すためのそれなりの技術は持っていたようである。彼は津和野
の光琳寺で幽閉されている間、死亡者の名前を書き留めるために役人の
目を盗み「死亡日記

(23)

」をメモで書き残すほどの記録者であったが、守山
祐次郎についてだけ何も書き残していないのである。

2. 守山祐次郎に関する箇所の記述分析
守山祐次郎に関する手掛かりは、生き残った守山家の人たちからの聞
き取りによって記述された浦川和三郎の証言（『旅の話』）が唯一の直接
的な資料となる。「守山祐次郎に関する記述 対観表」は、守山祐次郎の
十字架刑に関する記述を対観表にし、内容ごとに区切ったものである。
前述した三つの二次資料を、左から古い順に並べている。最も古いのは、
浦川和三郎の『旅の話』であり 1938年の出版。次に永井隆の『乙女峠』
1952年、池田敏雄の『精鋭』1972年と続く。守山祐次郎の十字架刑の出
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来事は比較的新しい文献の中にしか出てこない
(24)

。文字数的に一番分量が
多いのが『乙女峠』であり

(25)

、その他二つの約 1.6倍の分量となっている
(26)

。
しかし注目すべきはその内容である。対観表は内容ごとに区分している
が、『旅の話』と『精鋭』を比較すると、『精鋭』には Vの項目が加えら
れている以外、内容的な違いは見られないため、『精鋭』は『旅の話』を
基にして書かれた事が分かる。しかしながら、この二つと『乙女峠』と
を比較すると、『乙女峠』には B、F、O、S、Xの 5つの内容が大幅に加
筆されていることが分かる。
問題の「十字架刑」について記されているのは Dである。『旅の話』の
時点では「……杉の丸太を十字に横たえて、これに祐次郎を縛りつけ」
とあり、「十字架

3

」ではなく単に「十字」と記されている。しかし『乙女
峠』では「……杉丸太を組んだ十字架にしばりつけられ、人の通る道ば
たの地面にころがし、捨ておかれました」と、「十字架

3

」に縛られた事に
なっているのである。『旅の話』と内容的差のない『精鋭』でも「……祐
次郎を杉の丸太の十字架にしばりつけ、これをわざと父の通りかかる道
の上に横たえて」というように、『乙女峠』の記述が引き継がれており
「十字」ではなく「十字架」の文言が採用されている。この小さな加筆―
記述の微細なズレ―は、大きな意味概念の変更を示すものとなる。また、
祐次郎は十字あるいは十字架の木に縛りつけられたのとは違い、「大黒
柱」（『乙女峠』では大きな柱）にも縛られた事が出てくるが、その記事
は大差なく書かれており、問題は最初の「十字」「十字架」の記述の違い
である

(27)

。

3. 守山祐次郎の十字架刑とその記憶の形成―日本刑罰史から
守山祐次郎の死は 1871年の出来事であるが、果たしてこの当時の日
本において「十字架刑」は一般的に行なわれていた刑であるのか。『宇
治拾遺物語』の巻第二・四（二二）には、「……検非違使ども河原に行

ゆ

いて、寄
よせばし
柱堀り立てて、身を働かさぬやうにはりつけて、七十度の勘

かう
じ

（拷問）をへければ
(28)

」とあり、「磔」による「勘じ」が行なわれていたこ

 4 

三輪　地塩 「守山祐次郎の十字架の 『記憶』 ――津和野キリシタン史 『殉教』 研究」

ある弟を亡くしたという「心の痛み」がそれを語らせなかった、という
事も考えられなくはない。だが『守山覚書』が書かれた 1917年は、1871

年の祐次郎死去の年から 46年という実に半世紀近い時間が経過してか
らの記述であり、祐次郎について述べていない理由を「心の痛み」とする
にはやや無理があるように思われる。更に、『守山覚書』を編集・出版し
たパチェコ・ディエゴは「……だから話を終わらなかったり、数頁が紛
失したのは非常に残念なことです。父国太郎の死、弟祐次郎の殉教の話
が確かに書かれていたでしょうに」と語っている

(19)

。しかし、池田敏雄に
よると「その覚書は途中で中断しているが、紛失したものではなく、甚
三郎が忙しくなって書けなくなったか、もう書きたくなかったか、とに
かく繁松氏

(20)

の方でも、それ以上請求しなかったそうである
(21)

」とあるよう
に、「祐次郎の十字架」の記事が欠けているのは、「紛失」した為ではな
く、甚三郎自身が「書か

3

なかった」為である。心の痛みによって「書け
3

なかった」可能性も無くはないが、本人がそれを語っていないため、裏
付ける根拠とはならない。甚三郎は江戸時代、寺子屋に通って文字を習
い、平仮名に漢字を少しまじえてきれいに書けるようになっていたので

(22)

、
記録を残すためのそれなりの技術は持っていたようである。彼は津和野
の光琳寺で幽閉されている間、死亡者の名前を書き留めるために役人の
目を盗み「死亡日記

(23)

」をメモで書き残すほどの記録者であったが、守山
祐次郎についてだけ何も書き残していないのである。

2. 守山祐次郎に関する箇所の記述分析
守山祐次郎に関する手掛かりは、生き残った守山家の人たちからの聞
き取りによって記述された浦川和三郎の証言（『旅の話』）が唯一の直接
的な資料となる。「守山祐次郎に関する記述 対観表」は、守山祐次郎の
十字架刑に関する記述を対観表にし、内容ごとに区切ったものである。
前述した三つの二次資料を、左から古い順に並べている。最も古いのは、
浦川和三郎の『旅の話』であり 1938年の出版。次に永井隆の『乙女峠』
1952年、池田敏雄の『精鋭』1972年と続く。守山祐次郎の十字架刑の出



 6 

三輪　地塩 「守山祐次郎の十字架の 『記憶』 ――津和野キリシタン史 『殉教』 研究」

とが分かる
(29)

。又、小野武雄は『刑罰風俗細見』の中で、磔が『源平盛衰
記』や『平治物語』などに出てくることから、既に王朝時代末から行わ
れたと見るべきで、室町時代の末、戦国の際には盛んに行なわれていた
刑である、と述べている

(30)

。小野曰く、江戸時代の磔は
(31)

、異宗徒に対して
ではなく一般的に行われていた刑であった。守山祐次郎の「磔」の次第
を最も古い資料である『旅の話』から辿ると、「杉の丸太を十字に横たえ
て」「これに祐次郎を縛りつけ」たとされており、「十字」ではあったも
のの「横たえられ」ており、立てられた十字架

3 3 3 3 3 3 3 3

ではなかった。この「磔」
を津和野藩や明治政府の役人が行なったとするならば、おそらく当時広
く行なわれていた磔の方法に則ったものと考えられるので、『旅の話』の
記述の蓋然性が認められる。これは「十字架」と書いている『乙女峠』
でも「立てられた」という文言はないので『旅の話』と同じ状況を伝え
ている。だとするならば、『旅の話』と『乙女峠』の違いは、単に「十
字架」の「架」があるか無いかだけの違いであり、大差はないように思
えてしまう。だが実際には、〔写真Ⅰ〕や〔写真Ⅳ〕のような「立てら
れた十字架」がイメージ化されて伝えられているのであり

(32)

、その十字架
に「祐次郎」は「受難者」として架けられている―あるいは「架けられ
た」と伝えられている

3 3 3 3 3 3 3

―のである。つまり「架」の文字的付加に留まら
ず、何らかの意味的付加が起こっている、―「十字架」に架けられたと
いう営為によって伝えようとしている何かがある―という事であろう。

4. 永井隆『乙女峠』で描かれる守山祐次郎の言葉
既に永井隆の『乙女峠』が他の 2つの文書と比較して 5つの内容が付

加されていることを述べたが、とりわけ特徴的なのは Fである。

まる裸にされ人目にさらされることは、この年ごろではいちばん恥
ずかしいものです。布きれ一寸も残らず取り除かれ、人目にさらさ
れるのは、今のような時代ではなかったので、身を切るような北風
に吹きさらされるよりも、つらい思いがしました。通りがかりの役
人が、いやらしいことばでからかったり、いたずらをしたりすると、



7

『DEREK』 第 37号（2017年）

内気な祐次郎の目からは涙が出ました。しかし祐次郎は十字架にま
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ば、人通りも少ない山寺で、顔を知らぬ人に見られることは、恥ず
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縁はほんによか黙想の場所じゃったばい。しのぎ通せたのも、皆の
衆の祈りば天主様が聞いてくだされたけんじゃろう。
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(33)
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(34)

。永井の「人目にさらされる」という表現の対象
が「役人の目」を意味していたとするなら、決して間違った表現という
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3 3 3 3 3 3 3 3
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わけではないが、これらの表現が、多くの人々の目に触れ、多くの者た
ちからの嘲笑を受けた、という「出来るだけ多くの人々の目

3

を想起させ
ようとする」、―つまりキリストの受難の場面を意識し、ゴルゴタに近
づけられた―表現であると言えなくもない。
このような記述をした『乙女峠』の著者永井隆はどのような人物であっ
たのか概観したい。彼は 1908年 2月島根県松江市に生まれ、松江高校か
ら長崎医大に進学し、卒業後も母校に残って医学を専攻したカトリック
の医学博士である。1937年軍医中尉として日中戦争に従軍し、 1940年
に長崎に帰還した後、母校の教授に就任する。X線撮影の仕事を続けた
ため、終戦直前の 1945年 5月に余命 3年の白血病と診断された。1945

年 8月 9日の長崎上空で炸裂した原爆の中を生き延びた。だが白血病は
進行し、死期が迫った 1946年 11月以降、彼は浦上教会の信徒たちが寄
贈した小屋・如

によ
己
こ
堂
どう
に愛児二人と共に住み、次々と文学作品を発表して

いく。このように島根と長崎に深い関わりを持っていた熱心なカトリッ
クであった永井が、浦上（長崎）から津和野（島根）に流されたキリシ
タンに対して深い思いと興味を抱いた事は容易に想像できる。『乙女峠』
は彼の最晩年の 1951年 4月 22日に脱稿し、その 9日後、 5月 1日に死
去した永井の遺作として、1952年 9月 15日に出版された

(35)

。
このような生涯を送った永井によって、津和野キリシタンたちの「殉
教」の顛末が語られたのだが、換言すれば、彼は自らの苦難を代弁する
かのような津和野「殉教者」たちに自らを投影させているのかもしれな
いし、彼の語るキリシタンの苦難は、もはやキリストの苦難そのものと
同化する出来事として語られ、更には彼自身の苦難の生涯をもそこに同
化させていると言えるのかもしれない。

5. 永井隆と守山家の繋がり
永井は 1933年の満州事変に短期軍医として従軍したのち

(36)

、 1934年出
征より帰還して長崎医大研究室助手に復帰する。このころ浦上天主堂の
守山松

まつさぶろう
三郎神父を訪れ、同年 6月に松三郎より洗礼を受け

(37)

、その 8月に



9

『DEREK』 第 37号（2017年）

森山緑と結婚する。この守山松三郎こそが、守山甚三郎の長男であり、守
山祐次郎の甥にあたる人物である

(38)

。守山松三郎は、守山甚三郎らが津和
野から帰還して数年後の 1876年に浦上村中野に生まれた。1905年に司
祭叙階、長崎神ノ島教会に赴任後、1928年に日本人初の浦上天主堂の主
任司祭兼長崎教区副司教に就任し、長崎カトリック界の中心人物となっ
た
(39)

。しかし松三郎と永井とは、単なる司祭と信徒の間柄ではなく遠戚関
係でもあった。守山甚三郎の家系図によると

(40)

、守山甚三郎の兄米太郎の
孫である政光の妻京子が、永井隆の妻である「森山緑の妹」と記されて
いる

(41)

。つまり永井隆は、―親族と呼ぶにはかなり遠いとは言え―、守
山甚三郎や祐次郎と遠戚の関係にあるということであり、永井が守山家
に関して、好意的に語り得る動機

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

を親族関係の中に有していたと言うこ
とも出来よう。
更に、『乙女峠』執筆について永井は、「如己堂から隔てて 100メー

トルほどの近さに高い石垣が残っています。それは守山さんの家
〔ママ〕
敷跡で、

今は畑になっています。わたしはこの守山一家の信仰を語りたいと思い
ます

(42)

」と述べており、この書物の執筆動機が守山家の信仰を語ることで
あると明言している。『乙女峠』は全体が 82頁という小さな書物である
が、その中に浦上村から津和野藩に流配されてから帰還するまでの 7年
間の経緯が語られている。その 6章あるうちの 5番目に「守山祐次郎の
死」と題された章があり、これだけで 11頁、つまり全体の実に 8分の 1

以上の分量を守山祐次郎たった一人の出来事に費やしていることからも、
守山家に対する思いが見て取れる。
永井は守山甚三郎とそこまで親しい間柄ではなかったようで、「何回か
見かけたことがありますが」という程度の面識であったことを述べつつ
も、「これが信仰の勇者

3 3 3 3 3

とは気がつかぬほど平凡な」「へりくだった老農
民だった」とし、その人物の印象を述べている

(43)

。だが、人柄や印象はど
うであれ、甚三郎は浦上信徒たちの「英雄」であったことは間違いない。
1932年 6月 12日に行われた守山甚三郎の葬儀の様子について、池田敏
雄は次のように語る。
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去した永井の遺作として、1952年 9月 15日に出版された

(35)

。
このような生涯を送った永井によって、津和野キリシタンたちの「殉
教」の顛末が語られたのだが、換言すれば、彼は自らの苦難を代弁する
かのような津和野「殉教者」たちに自らを投影させているのかもしれな
いし、彼の語るキリシタンの苦難は、もはやキリストの苦難そのものと
同化する出来事として語られ、更には彼自身の苦難の生涯をもそこに同
化させていると言えるのかもしれない。

5. 永井隆と守山家の繋がり
永井は 1933年の満州事変に短期軍医として従軍したのち

(36)
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……当時浦上天主堂の主任司祭であった守山松三郎神父が……祈り
をささげ……荘厳死者ミサや赦禱式が行われた。当日聖堂は、司祭、
修道者 16名、修道女 15名、一般信者 1200名が立錐の余地もない
ほどだった。赦禱式が終わると……長崎市高尾町赤城墓地まで、先
頭は幼稚園の園児、次は司式者たる早坂長崎司教、守山松三郎神父、
全国の司祭、修道者 20名、甚三郎の遺体を納めた棺、それをかつぐ
青年団員、修道女、葬儀委員長山口市三郎氏、12名の葬儀委員、最
終に一般信者一千余名が延々と長蛇の列をつくった。浦上天主堂創
立以来初めて見る盛儀であった。

この甚三郎の葬儀の様子は、彼がそれだけの「勇者」あるいは「英雄」
であり、浦上信徒の伝説的

3 3 3

かつ著名な信仰者であった事の表れであろう。
当然の事ながら、父と二人の男兄弟が死去する中で、生存帰還した守山
家のたった一人の男子である事も、この甚三郎の名を上げた

3 3 3 3 3

要因となっ
ているのかもしれない。葬儀が行われた 1932年の 3月、永井は大学卒業
を前にして中耳炎に罹り、重症化して命を落としかかっている。そのた
め 2ヶ月間の治療を余儀なくされていた時期でもあり、甚三郎の盛大な
葬儀の様子は後から聞かされたものと思われる。だがそれ故に永井は、実
際に活躍していた生前の甚三郎の姿を知らず、直接的な彼との接点がな
く、時代的隔たりがあったからこそ、甚三郎、マツ、祐次郎といった守
山家の伝説的な

3 3 3 3

面々の事績が想像の中で強調され、デフォルメされ、よ
り英雄化

3 3 3

されていったのかもしれない。いずれにせよ、永井にとって信
仰者としての守山家は、ある種の近しさを抱く親類であると共に、憧憬
の念を抱く存在でもあり、彼らを英雄伝として出来るだけ顕彰的に語り
たいと願うのは、執筆家であった永井をして至極当然のことであったと
言えるだろう。
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おわりに
永井隆の葬儀は長崎名誉市民の名に相応しく、時の長崎市長である田
川務を葬儀委員長とし、盛大な市公葬として行われた。1951年 5月 14

日 9時から行われた葬儀は、「故人の徳を慕うて参集した二万人の市民が
堂外にあふれ

(44)

」、「吉田首相、林衆議院、佐藤参議院各議長、古屋野長崎
大学長、西岡長崎県知事など各界代表者の弔辞、弔文、弔電、約 300通
が一時間半にわたって朗読奉呈され」、故人の辞世の句に山田耕作が作曲
し「霊前に供え」られた

(45)

。生前は、かのヘレン・ケラーの突然の訪問を
受け、昭和天皇や教皇特使ギルロイ枢機卿の見舞いを受けるなど、各界
の著名人たちとの繋がりの深かった永井を表すような盛大な葬儀であっ
た。この永井の影響、とりわけカトリックにおける彼の功績や業績の大
きさは言わずもがなであろう。その彼が書いた『乙女峠』は、想像する
に多くのカトリック信者はもとより、多くのキリスト者やキリシタン関
係者たちに読まれ、心に刻まれていった事であろう。
本稿は、津和野キリシタン「殉教」者とされる一信徒の磔刑における、
歴史叙述の微細なズレについて検証してきたのであるが、守山祐次郎が
「十字の杉の丸太」に縛られたのか「十字架にかけられた」のか、そのど
ちらが正しいのか

3 3 3 3 3

、という二者択一的な捉え方をするのは、本稿におい
ては適切なアプローチではないと言えよう。むしろ論者は、幾つもの伝
えたい「信仰的」事柄について、誰がどのような状況・条件下において、
どう伝えたのか、に着目すべきだと考える。祐次郎の「十字の杉の丸太」
縛りの刑が「十字架にかけられた」に改変された

3 3 3 3 3

ことは、必ずしもそれ
が「間違いを伝えた」ことにも、「記録を捏造した」ことにもならない。
むしろ「一次資料」とされる資料を残した伝え手（記憶者）が「二次資
料」とされる資料以降を残した書き手（記録者）の内にそれを書かせる
何らかの動機を与えたか、あるいは、書き手（記録者）が伝え手（記憶
者）の「記憶」そのものの中に、書き手自身の

3 3 3 3 3 3

心象風景を投影し、伝え
られた事柄が形成されていくという作業の中で、もはや「歴史的事実」
や「真実」などと呼ばれるものは存在せず、書き手が伝える事柄こそが
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全国の司祭、修道者 20名、甚三郎の遺体を納めた棺、それをかつぐ
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終に一般信者一千余名が延々と長蛇の列をつくった。浦上天主堂創
立以来初めて見る盛儀であった。

この甚三郎の葬儀の様子は、彼がそれだけの「勇者」あるいは「英雄」
であり、浦上信徒の伝説的

3 3 3

かつ著名な信仰者であった事の表れであろう。
当然の事ながら、父と二人の男兄弟が死去する中で、生存帰還した守山
家のたった一人の男子である事も、この甚三郎の名を上げた

3 3 3 3 3

要因となっ
ているのかもしれない。葬儀が行われた 1932年の 3月、永井は大学卒業
を前にして中耳炎に罹り、重症化して命を落としかかっている。そのた
め 2ヶ月間の治療を余儀なくされていた時期でもあり、甚三郎の盛大な
葬儀の様子は後から聞かされたものと思われる。だがそれ故に永井は、実
際に活躍していた生前の甚三郎の姿を知らず、直接的な彼との接点がな
く、時代的隔たりがあったからこそ、甚三郎、マツ、祐次郎といった守
山家の伝説的な

3 3 3 3

面々の事績が想像の中で強調され、デフォルメされ、よ
り英雄化

3 3 3

されていったのかもしれない。いずれにせよ、永井にとって信
仰者としての守山家は、ある種の近しさを抱く親類であると共に、憧憬
の念を抱く存在でもあり、彼らを英雄伝として出来るだけ顕彰的に語り
たいと願うのは、執筆家であった永井をして至極当然のことであったと
言えるだろう。
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事実や真実と呼ばれるもの
3 3 3 3 3 3

になって
3 3 3

伝承されていったと言えるのである。
「十字」を「十字架」と書くのは単なる「文字」「文章」の小さな改変で
はなく、著者［この場合、書き手（記録者）］の内に大きく起こる出来事
がその微細なズレを生じさせるのである。また、その書き手が誰である
かによってもその後の伝承―さらには伝承域―までをも左右し、影響
を与えていく。キリシタンにとって木に縛られることはキリストの「十
字架」への追従であり、最も高貴な命の棄て方である。しかしその事は、
「殉教」と言われる営為に関わった当事者以上に、「殉教」キリシタンを
そのように理解したい

3 3 3

と願う後世の人々（書き手・あるいはキリスト教
信仰者）によって、「十字の木に縛られ横たえられた」出来事が「（キリ
ストと同じ）十字架」の出来事になっていく

3 3 3 3 3

のである。それは祐次郎自
身が十字架にかかりたかったか否か

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

に関わらず、キリシタン「殉教」史
を記述する者（書き手・記録者）が祐次郎を十字架にかけた

3 3 3 3 3 3 3

ということ
である。
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注
（1） 「津和野藩　異宗門徒人員帳」『公文録』内閣府太政官、1870年。
（2） 「津和野藩　異宗門徒人員帳」によれば、国太郎が「庚午 66歳死去」と

あるため、庚午（1870年）を基準にした場合の家族の年齢である。
（3） 池田敏雄『津和野への旅』の 293頁と 295頁には、流配先の分からない

「ワキ」という姉がもう一人いたことが出てくるが、その年齢は不明であ
る。甚三郎の姉であり、マツの妹であるため 25–26歳と考えられる（池
田敏雄『津和野への旅―長崎キリシタンの受難』サンパウロ、1992年）。

（4） この名簿には、朱印で「改心」「不改心」とそれぞれに押印されており、
最後まで「不改心」だったのは、父国太郎、母カメ、次男甚三郎、三男
甚吉、四男祐次郎、次女マツ、の 6名であり、長男米太郎と、長女キヨ
には「改心」が押印されている。尚、朱書きの名前もあり、米太郎の妻
まつと、長男作太郎には「居所不知」とあり、「改心」「不改心」の別は
押印されていない。

（5） この聖堂は昭和 26年（1951年）津和野カトリック教会のパウロ・ネー
ベル神父の尽力により建てられた。沖本常吉『乙女峠とキリシタン』（津
和野ものがたり 3）、津和野町教育委員会、1971年、168–169頁。

（6） 毎年 5月 3日には、カトリック津和野教会から乙女峠記念聖堂マリア堂
前まで「聖母行列」をおこなう「乙女峠まつり」が開催され、乙女峠の
広場でミサが開かれる。又、毎年 11月 3日には「津和野殉教者の秋の巡
礼」も行なわれ、マリア聖堂前から千人塚まで「十字架の道行」が行な
われる。

（7） 津和野藩士森岡幸夫のこと。原文ママ。
（8） 陰暦 6月 1日。この日に高木仙右衛門ら 27名が第一次流配者として津和

野に送られた。
（9） 1873年 2月に、岩倉大使の要請により、太政官布告六十八号をもって切

支丹禁制の高札は既に撤去されていた。同年 3月 14日の太政官達「長崎
県下異宗徒帰籍」の命令によって 5月 9日に高木仙右衛門ら津和野キリ
シタンの生存者たちが浦上に帰還した。

（10） 高木慶子『高木仙右衛門に関する研究―「覚書」の分析を中心にして』
思文閣出版、2013年、34頁。
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（11） Francisque Marnas, La “Religion de Jésus” (Iaso ja-kyō) ressuscitée au Japon 

dans la seconde moitié du XIXe siècle, 2 tom., Paris, Delhomme et Briguet, 

1896.

（12） この原文は、パチェコ・ディエゴ『守山甚三郎の覚え書』二十六聖人記
念館、1964年、の中に収められており、甚三郎が幽閉される中で書いた
『死亡日記』と共に、内容を知ることができる。甚三郎の書いた『守山覚
書』の現物は、長崎二十六聖人資料館に所蔵されている。

（13） 浦川和三郎『旅の話』（浦上切支丹史別冊）、長崎公教神学校版、1938年。
（14） 永井隆『乙女峠』サンパウロ、2007年（1952年）。
（15） 池田敏雄『キリシタンの精鋭』中央出版社、1972年。
（16） これらの記録の性質について、『新カトリック大事典』の「殉教記録」の

項目には次のように記されている。「殉教記録は次の三種に大別できる．
（一）裁判記録．後世の付加はわずかであることが多い．（二）キリスト
教徒の裁判の目撃の報告．多くの場合，尋問が逐語的に引用されている．
（三）第三者による殉教の報告．目撃者の報告や信頼できる文書に基づ
くものである」（句読点ママ）。これらの三分類を津和野キリシタン資料
に当てはめると、（一）無し、（二）『高木覚書』『守山覚書』、（三）『旅の
話』『乙女峠』『キリシタンの精鋭』、となるであろう。新カトリック大
事典編集委員会編『新カトリック大事典』Ⅲ、研究社、2002年、258頁、
「殉教記録」。

（17） パリ外国宣教会の司祭である A・ヴィリオンも、Cinquante ans d’apostolat 

au Japonの中で津和野キリシタンについて書いているが、ヴィリオン自
身が関わった部分的な記述であり、正確には津和野キリシタン史記録に
入れることは出来ない。

（18） 新カトリック大事典編集委員会編、前掲書、258頁、「……殉教はキリス
トの模倣の最高形態であるため、殉教者は模倣に価する範例となる」と
あり、殉教することの価値を認めている。

（19） パチェコ・ディエゴ『守山甚三郎の覚え書』6頁。
（20） 守山甚三郎の四男。池田敏雄『津和野への旅―長崎キリシタンの受難』

293頁。
（21） 同書、265–266頁。
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（22） 同書、265頁。
（23） パチェコ・ディエゴ、前掲書、に収録されている。
（24） つまり、高木仙右衛門、フランシスク・マルナス、守山甚三郎の資料に

はない。
（25） 3126文字。
（26） 『旅の話』1959文字、『キリシタンの精鋭』1889文字。
（27） 〔写真 V〕は、乙女峠展示室に展示されている守山祐次郎の刑の状況を模

したミニチュアであるが、これが「大黒柱」に縛られた時を表している
模型となる。

（28） 「日本古典文学摘集　金峰山薄打の事」、原文。http://www.koten.net/uji/

gen/022.html（2016年 8月 30日閲覧）。句読点と（　）内の説明は論者。
（29） この段落全文は以下の通り。「件の事どもを語り奉れば、別当驚きて、早

く河原に出で行いて問へ。と言はれければ、検非違使ども河原に行（ゆ）
いて、寄柱（よせばし）堀り立てて、身を働かさぬやうにはりつけて、
七十度の勘（かう）じ（拷問）をへければ、背中は紅の練（ねり）単衣
（ひとえ）を水に濡して着せたるやうに、みさみさとなりてありけるを、
重ねて獄に入れたりければ、僅に十日ばかりありて死にけり」（同Web

ページ）。
（30） 小野武雄編著『刑罰風俗細見』展望社、111頁。「……起源沿革は、養和

元年に河野通信が、額入道西寂を生虜して八付にしたことが、源平盛衰
記に見え、源頼朝が、屋島の戦後に、長田忠宗父子を土八付にしたこと
が平治物語に見えるので、早く王朝時代の末年より行われたとみるべき
で、室町時代の末、戦国の際には盛んに行なわれ、逆（さかさ）機物な
どという酷刑もあった」。

（31） 同書、 113頁。小野によると磔の手順は、①囚人が刑場に着くと、非人
数人にて馬より下し、②罪木へ仰臥せしめ、③手足を横木へ縛り、④囚
人の衣服を左右袖脇下より、腰の辺まで切り破り、⑤胸間へ左右より巻
付、縄にて三ヶ所をイボ結びにし、⑥更に胴縄（腰の処を縄二重にて縛
す）襷縄（縄を襷がけに二重に縛す）、⑦罪木を起こして地上に建つ、と
いう七つの項目を挙げている。

（32） 〔写真Ⅰ〕が描かれた正確な年は定かではないが、〔写真Ⅰ〕の掲示板の
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8には「殉教百年記念碑昭和 43年（1968）建つ」とあるため、これが
少なくとも 1968年以降に書かれたものである事が判明する。また 3に
は「皇太子御成婚記念樹」と書かれてあり、これに該当するのが 1959年
と 1993年である。このうち古い方と考えるならば 1968年以降であるが、
新しい方と考えるならば 1993年以降と同定することが可能である。ま
た、〔写真Ⅳ〕が描かれた年に関しては、この絵が『津和野の殉教者た
ち』（文：ロバート・M・フリン、絵 :ホァン・カトレット）という小冊
子の挿絵がそのまま使用されていることから、作者であるロバートM・
フリン（Robert M. Flynn）神父が津和野の主任者になった 1988年以降
であるとの推測が成り立つ。これらを総合すると、早ければ 1968年ま
でに祐次郎が十字架で殉教したとの言い伝えが成立していた事が分かる。
文：ロバート・M・フリン、絵：ホァン・カトレット『津和野の殉教者
たち』エデック、2004年。

（33） 沖本、前掲書、37頁。
（34） 三輪地塩「殉教の目撃者」『DEREK』34（2014年）、 85–102頁、その

91–92頁。
（35） 日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教歴史大事典』

教文館、1988年、973頁、「永井隆」。
（36） 片岡弥吉『永井隆の生涯』サンパウロ、1961年、62頁。
（37） 永井、前掲書、80頁。
（38） 池田敏雄『津和野への旅―長崎キリシタンの受難』293頁。
（39） 日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教歴史大事典』

1412頁、「守山松三郎」。
（40） 池田敏雄『津和野への旅―長崎キリシタンの受難』294頁。
（41） 同書、294頁。
（42） 永井、前掲書、14頁。
（43） 同書、17頁。
（44） 片岡、前掲書、357–358頁。
（45） 同書、358頁。

（立教大学大学院キリスト教学研究科博士課程後期課程在学　みわ・ちしお）
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あ
と
を
追
っ

て
、
十
五
歳
の
つ
ぼ
み
を
さ
さ
げ
、
天
奥
に
花
と
咲
き
ま
し
た
。

守
山
国
太
郎
の
四
男
で
、
マ
ツ
と
甚
三
郎
の
弟
に
あ
た
る

十
五
歳
の
祐
次
郎
は
、
身
の
毛
の
よ
だ
つ
よ
う
な
責
め
苦
拷

問
に
か
け
ら
れ
て
殉
教
し
た
。

B
祐
次
郎
は
末
子
で
は
あ
っ
た
し
、
ま
だ
子
ど
も
で
も
あ
っ
た

し
、
兄
の
甚
三
郎
な
ど
と
は
違
っ
て
、
ど
こ
か
弱
し々
い
お
と

な
し
い
子
ど
も
で
し
た
。
父
や
兄
が
こ
れ
ま
で
し
の
ぎ
通
し
て

た
数
々
の
責
め
苦
の
話
を
聞
く
に
つ
け
て
も
、わ
た
し
に
は
そ

ん
な
勇
気
が
と
て
も
な
い
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
も
し
責
め
苦

に
負
け
て
、
改
心
し
ま
す
と
口
ば
し
っ
た
ら
、
親
や
兄
の
名
を

汚
す
か
ら
、ど
う
か
あ
ま
り
ひ
ど
い
め
に
あ
わ
せ
ぬ
よ
う
守
っ

て
く
だ
さ
い
と
、
絶
え
ず
聖
母
マ
リ
ア
に
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

C
「
祐
次
郎
は
だ
れ
の
子
か
。ウ
ム
国
太
郎
の
？
…
…
し
た
た
か

者
の
小
せ
が
れ
だ
な
？
」と
苦
笑
し
て
い
た
役
人
ら
の
腹
の
底

に
は
、早
く
も
恐
ろ
し
い
企
て
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
。
彼
が
若
年

な
の
に
乗
じ
て
、
あ
わ
よ
く
ば
取
っ
て
倒
そ
う
、
さ
な
く
と
も
こ

れ
を
さ
ん
ざ
ん
に
苦
し
め
て
、
国
太
郎
親
子
に
、
て
こ
ず
ら
さ

れ
た
腹
い
せ
に
し
て
や
ろ
う
と
決
心
し
た
も
の
ら
し
い
。

役
人
の
ほ
う
で
は
、
こ
の
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
し
た
子
ど
も
が
国
太

郎
の
子
と
聞
い
て
、
に
た
に
た
笑
い
、
よ
う
し
、
こ
の
子
ど
も

を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
痛
め
つ
け
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ん
ざ
ん
手
こ
ず

ら
せ
た
国
太
郎
や
甚
三
郎
の
仇
を
討
っ
て
や
ろ
う
と
勇
み
た

ち
ま
し
た
。

役
人
た
ち
は
、国
太
郎
や
甚
三
郎
に
さ
ん
ざ
ん
て
こ
ず
ら
さ
れ

た
腹
い
せ
に
、
年
少
の
彼
を
棄
教
さ
せ
て
勝
ち
星
を
ひ
と
つ

な
り
と
も
あ
げ
よ
う
と
悪
魔
的
な
拷
問
を
企
て
た
。

D
さ
っ
そ
く
祐
次
郎
を
御
用
に
呼
び
出
し
て
、
父
が
白
洲
に
連

れ
出
さ
れ
る
そ
の
路
上
に
、
杉
の
丸
太
を
十
字
に
横
た
え
て
、

こ
れ
に
祐
次
郎
を
縛
り
つ
け
、
父
に
そ
の
惨
状
を
見
せ
て
心

を
動
か
そ
う
と
し
た
。
父
は
彼
が
胸
を
な
で
て
こ
れ
を
慰
め
、

気
を
は
げ
ま
し
て
や
っ
た
。 そ
れ
か
ら
一
日
は
赤
裸
々
に
な
し

て
朝
か
ら
晩
ま
で
竹
縁
に
坐
ら
せ
、
ま
た
一
日
は
両
手
を
背

に
廻
さ
せ
て
大
黒
柱
に
縛
り
つ
け
、
力
に
任
せ
て
こ
れ
を
鞭

う
つ
や
ら
、
鼻
と
か
耳
と
か
に
鞭
を
つ
っ
こ
ん
で
こ
れ
を
え
ぐ

る
や
ら
、
十
四
日
間
も
つ
づ
け
て
か
わ
る
が
わ
る
こ
れ
を
責

 
め
た
。

十
一
月
の
終
わ
り
、日
本
海
か
ら
吹
い
て
く
る
北
風
は
雪
を
ふ

く
み
、も
み
じ
は
早
く
散
ら
さ
れ
て
、寒
い
日
が
つ
づ
い
て
い
ま

し
た
。
祐
次
郎
は
ま
る
裸
に
さ
れ
、
杉
丸
太
を
組
ん
だ
十
字

架
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
、
人
の
通
る
道
ば
た
の
地
面
に
こ
ろ

が
し
、捨
て
お
か
れ
ま
し
た
。ま
る
裸
の
ま
ま
竹
縁
に
す
わ
ら

さ
れ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
と
さ
ら
寒
い
日
に
は
水
を
ぶ
っ

か
け
て
、
う
す
い
氷
の
ま
く
ら
で
か
ら
だ
を
包
ん
で
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
柱
を
う
し
ろ
手
に
抱
か
せ
、
そ
の

ま
ま
細
引
き
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
ば
り
つ
け
、と
こ
ろ
き
ら

わ
ず
む
ち
打
ち
、む
ち
の
先
を
耳
や
鼻
に
突
っ
こ
ん
で
え
ぐ
り

ま
し
た
。

祐
次
郎
を
杉
の
丸
太
の
十
字
架
に
し
ば
り
つ
け
、
こ
れ
を
わ

ざ
と
父
の
通
り
か
か
る
道
の
上
に
横
た
え
て
、
父
の
心
を
動

か
そ
う
と
し
た
。
父
は
息
子
の
胸
を
な
で
て
、こ
れ
を
慰
め
励

ま
し
て
や
っ
た
。
翌
日
か
ら
は
祐
次
郎
を
ま
っ
裸
に
し
て
朝
か

ら
晩
ま
で
竹
の
縁
が
わ
に
す
わ
ら
せ
た
り
、う
し
ろ
手
に
大

黒
柱
に
し
ば
り
つ
け
、
力
い
っ
ぱ
い
こ
れ
を
ム
チ
打
っ
た
。
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E
そ
の
打
た
れ
る
さ
い
に
キ
イ
キ
イ
と
悲
鳴
を
あ
げ
る
の
を
耳

に
す
る
ご
と
に
、
甚
三
郎
は
胸
も
破
れ
、
腸
は
九
廻
せ
ん
ば

か
り
、
な
ん
と
か
し
て
身
代
り
に
な
り
た
い
も
の
と
思
っ
て
も
、

牢
内
に
つ
な
が
れ
て
い
る
身
に
は
そ
れ
す
ら
思
う
に
ま
か
せ

な
い
。

　
子
ど
も
の
こ
と
で
す
か
ら
、思
わ
ず
悲
鳴
を
あ
げ
ま
す
。
そ

の
き
い
き
い
と
泣
き
叫
ぶ
哀
れ
な
声
が
牢
ま
で
聞
こ
え
ま
す
。

そ
れ
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
み
ん
な
は
わ
が
身
が
責
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
身
ぶ
る
い
す
る
の
で
し
た
。
そ
こ
が
役
人
の
ね

ら
い
で
し
た
。
こ
う
い
う
信
仰
の
堅
い
連
中
は
ま
た
他
人
に

同
情
す
る
心
も
強
い
も
の
で
、
自
分
が
責
め
苦
に
あ
う
よ
り

も
、
他
人
の
責
め
苦
に
あ
う
の
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
ほ
う

が
、
よ
け
い
に
苦
し
く
感
じ
ま
す
。
祐
次
郎
の
悲
鳴
を
聞
い

て
身
ぶ
る
い
し
て
い
る
信
者
た
ち
に
む
か
っ
て
、
役
人
は
、
あ

ん
な
め
に
あ
わ
ぬ
う
ち
に
さ
っ
さ
と
改
心
す
る
ほ
う
が
賢
い
ぞ
、

な
ど
と
声
を
か
け
ま
す
。

ピ
ュ
ー
、
ピ
ュ
ー
と
風
を
切
る
ム
チ
が
鈍
い
音
を
立
て
て
、
か

ら
だ
に
食
い
入
る
ご
と
に
、
キ
ァ
ー
、
キ
ァ
ー
と
か
ん
高
い
悲

鳴
が
あ
が
る
。
ま
た
棒
切
れ
を
鼻
や
口
に
突
っ
こ
ん
で
苦
し

め
る
。
祐
次
郎
は
、
た
ま
り
切
れ
ず
声
を
上
げ
る
。
甚
三
郎

は
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
、
胸
の
え
ぐ
ら
れ
る
思
い
に
ま
ゆ
を
ひ

そ
め
、
手
で
頭
を
お
お
い
、
ジ
ッ
と
こ
ら
え
る
ば
か
り
、
身
代

り
に
な
っ
て
や
り
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
牢
獄
に
つ

な
が
れ
て
い
る
身
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

F
　
ま
る
裸
に
さ
れ
人
目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
年
ご
ろ

で
は
い
ち
ば
ん
恥
ず
か
し
い
も
の
で
す
。布
き
れ
一
寸
も
残
ら

ず
取
り
除
か
れ
、
人
目
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
、
今
の
よ
う
な
時

代
で
は
な
か
っ
た
の
で
、身
を
切
る
よ
う
な
北
風
に
吹
き
さ
ら

さ
れ
る
よ
り
も
、
つ
ら
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
通
り
が
か
り
の

役
人
が
、
い
や
ら
し
い
こ
と
ば
で
か
ら
か
っ
た
り
、
い
た
ず

ら
を
し
た
り
す
る
と
、内
気
な
祐
次
郎
の
目
か
ら
は
涙
が
出
ま

し
た
。
し
か
し
祐
次
郎
は
十
字
架
に
ま
る
裸
で
つ
り
上
げ
ら

れ
た
イ
エ
ズ
ス
を
思
い
、
人
の
あ
な
ど
り
、
辱
し
め
を
甘
ん
じ

受
け
る
恵
み
を
願
い
ま
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
も
、
こ
の
よ
う
に
布

き
れ
一
寸
も
残
さ
ず
取
ら
れ
て
素
裸
で
し
た
。あ
と
で
ご
絵
や

ご
像
を
つ
く
っ
た
芸
術
家
た
ち
が
、そ
れ
は
あ
ま
り
ひ
ど
い
の

で
腰
に
布
を
つ
け
加
え
ま
し
た
。
き
の
う
ま
で
師
よ
、師
よ
と

従
っ
て
い
た
幾
百
か
幾
千
か
の
市
民
の
前
に
、
素
裸
で
さ
ら

さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
を
思
え
ば
、
人
通
り
も
少
な
い
山
寺
で
、
顔

を
知
ら
ぬ
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
恥
ず
か
し
い
と
い
っ
て
も

比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
一
心
に
聖
母
マ
リ
ア
に
願
い
、聖

霊
の
力
づ
け
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。と
き
ど
き
役
人
が
や
っ
て

来
て
、
ど
う
だ
改
心
す
る
気
に
な
っ
た
か
と
尋
ね
ま
し
た
。
寒

い
風
に
さ
さ
れ
て
舌
も
こ
わ
ば
り
、
歯
が
が
ち
が
ち
鳴
り
、
こ

と
ば
も
出
か
ね
る
の
で
、
祐
次
郎
は
、
い
や
い
や
と
答
え
る
だ

け
で
し
た
。
夜
に
な
っ
て
も
、い
や
い
や
と
答
え
る
の
で
役
人

も
腹
を
た
て
、
改
心
す
る
ま
で
は
そ
の
ま
ま
で
考
え
ろ
と
言
い

お
い
て
立
ち
去
り
ま
し
た
。
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G
そ
の
十
四
日
が
ま
だ
終
わ
ら
ぬ
一
日
、
役
人
は
兄
の
甚
三
郎

を
御
用
に
呼
び
出
し
て
、「
今
日
は
お
湯
に
入
れ
る
か
ら
風
呂

を
た
け
」
と
命
じ
た
。
じ
つ
は
風
呂
を
た
か
せ
る
の
が
目
的

で
は
な
く
、
弟
が
無
理
無
法
に
打
ち
叩
か
れ
、
悲
鳴
を
あ
げ

て
泣
き
さ
け
ぶ
そ
の
い
じ
ら
し
い
声
を
聴
か
せ
る
が
た
め
で

あ
っ
た
の
だ
。
万
一
祐
次
郎
が
た
ま
り
か
ね
て
、
改
心
す
る
、

と
言
い
出
し
は
し
ま
い
か
。
甚
三
郎
は
た
だ
そ
れ
一
つ
が
気

に
か
か
っ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

甚
三
郎
は
、
弟
が
拷
問
に
か
け
ら
れ
て
い
る
最
中
に
、
役
人

か
ら
フ
ロ
た
き
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
実
は
そ
れ
も
役
人
の
仕
組

ん
だ
一
種
の
拷
問
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
場
の
す
ぐ
隣
り
の
竹
の

縁
が
わ
に
裸
の
ま
ま
す
わ
ら
せ
ら
れ
ム
チ
で
叩
か
れ
て
い
る

祐
次
郎
の
悲
鳴
が
手
に
取
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

こ
れ
が
十
四
日
続
い
た
。
弟
が
拷
問
に
た
え
か
ね
て
信
仰
を

捨
て
る
と
い
う
の
で
は
な
い
か
。
甚
三
郎
は
そ
れ
が
気
が
気

で
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、さ
す
が
は
国
太
郎
の
子
だ
。
竹

縁
の
上
に
裸
の
ま
ま
、

H
　
時
は
肌
寒
い
晩
秋
の
候
、祐
次
郎
は
赤
裸
々
の
ま
ま
竹
縁

の
上
に
坐
ら
さ
れ
、
寒
空
に
さ
ら
さ
れ
、
し
ば
し
ば
凍
り
つ
く

よ
う
な
冷
水
を
浴
び
せ
ら
れ
、体
を
二
重
に
か
が
め
て
ジ
ッ
と

こ
ら
え
て
い
た
が
、
十
四
日
目
に
は
全
身
が
蒼
腫
に
腫
れ
あ

が
っ
て
危
険
な
状
を
呈
し
て
来
た
。

　
そ
ん
な
責
め
苦
が
つ
づ
く
う
ち
に
、十
四
日
め
に
急
に
祐
次

郎
の
か
ら
だ
は
青
く
ふ
く
れ
、
息
絶
え
絶
え
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
心
臓
も
力
を
失
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

晩
秋
の
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
、
し
ば
し
ば
氷
水
を
浴
び
せ
ら
れ

な
が
ら
も
、
か
ら
だ
を
二
重
に
か
が
め
て
ジ
ッ
と
こ
ら
え
て
い

た
。
十
四
日
目
に
全
身
む
ら
さ
き
色
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
皮
が
む
け
て
血
が
流
れ
、
危
険
な
症
状
を
呈
し
て

き
た
。

I
さ
す
が
の
千
葉
も
う
ろ
た
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。マ
ツ
を
呼

び
出
し
て「
弟
は
病
気
じ
ゃ
。
十
五
歳
に
は
な
る
が
そ
の
ほ
う

の
室
へ
引
き
取
っ
て
か
い
ほ
う
せ
よ
」と
言
い
わ
た
し
た
。よ
っ

て
女
部
屋
に
抱
え
込
ん
で
親
切
に
い
た
わ
っ
た
。
で
も
医
薬

が
あ
る
で
は
な
し
、
滋
養
物
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
は
な

し
、
た
だ
な
で
た
り
、
さ
す
っ
た
り
し
て
や
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
役
人
が
お
ど
ろ
い
て
責
め
苦
を
う
ち
き
り
、姉
の
マ
ツ
を
呼

ん
で
、弟
の
手
当
て
を
し
て
や
れ
と
言
っ
て
祐
次
郎
を
引
き
渡

し
ま
し
た
。

　
マ
ツ
は
冷
え
き
っ
た
祐
次
郎
を
抱
い
て
牢
の
中
へ
帰
り
ま

し
た
。
手
当
て
を
す
る
と
い
っ
て
も
、
薬
が
あ
る
じ
ゃ
な
し
、

火
が
あ
る
じ
ゃ
な
し
、
湯
が
あ
る
じ
ゃ
な
し
、
マ
ツ
は
自
分
の

着
物
を
ぬ
い
で
弟
に
か
け
て
や
り
、
な
で
た
り
さ
す
っ
た
り
し

て
か
ら
だ
を
ぬ
く
め
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
骨
の
中
ま

で
凍
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
祐
次
郎
の
か
ら
だ
に
は
、
ぬ
く
も

り
を
う
ち
か
ら
出
す
だ
け
の
熱
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

冷
酷
な
役
人
も
こ
れ
に
は
う
ろ
た
え
た
。姉
の
マ
ツ
を
呼
び
出

し「
弟
は
病
気
に
な
っ
た
。
お
ま
え
の
部
屋
に
連
れ
て
行
っ
て

介
抱
せ
よ
」と
命
じ
た
。
マ
ツ
は
弟
を
女
部
屋
に
か
か
え
こ
ん

で
親
切
に
い
た
わ
っ
た
。
医
薬
や
ほ
う
た
い
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
か
ら
だ
を
あ
た
た
め
、
な
で
た
り
、
さ
す
っ
た
り

し
て
着
物
を
着
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

J
し
か
し
祐
次
郎
は
若
年
な
が
ら
も
さ
す
が
は
国
太
郎
の
子
だ
。

姉
の
マ
ツ
に
向
か
っ
て
自
分
が
責
め
ら
れ
る
あ
い
だ
に
悲
鳴

を
挙
げ
た
こ
と
を
詫
び
、

　
祐「
さ
ぞ
姉
さ
ん
の
耳
に
さ
わ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ゼ
ス
ス
様

の
こ
と
を
思
い
、
そ
れ
に
力
を
つ
け
ら
れ
て
、
声
を
出
す
ま
い

と
、
よ
ほ
ど
が
ま
ん
し
て
見
た
け
れ
ど
も
、
あ
さ
ま
し
い
も
の

で
、
ど
う
し
て
も
た
ま
り
か
ね
た
の
で
し
た
」

と
し
み
じ
み
と
詫
び
る
の
で
あ
っ
た
。

　
苦
し
い
息
の
下
か
ら
、
こ
と
ば
も
絶
え
絶
え
に
祐
次
郎
が

言
い
ま
し
た
。

　「
姉
、堪
忍
し
て
く
れ
の
う
。
ほ
か
の
衆
に
も
お
わ
び
し
て
し

て
く
れ
の
う
。
あ
げ
ん
声
は
出
す
ま
い
と
、
イ
エ
ズ
ス
様
の
ご

難
儀
を
思
う
て
、
口
ば
結
ん
で
お
る
ば
っ
て
ん
、
あ
ま
り
痛
か

も
ん
じ
ゃ
け
ん
、
つ
い
、
き
い
き
い
わ
め
い
て
し
も
う
て
、
耳

ざ
わ
り
じ
ゃ
た
ろ
。
お
ら
、信
仰
が
弱
か
も
ん
じ
ゃ
け
ん
。
堪

忍
し
て
く
れ
よ
、
の
う
姉
…
…
。」

祐
次
郎
は
、
し
ば
ら
く
し
て
、
わ
れ
に
も
ど
り
、
か
す
か
な
声

で
姉
の
マ
ツ
に
自
分
が
悲
鳴
を
あ
げ
た
の
を
わ
び
た
。「
さ

ぞ
、
ね
え
さ
ん
の
耳
に
さ
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ゼ
ズ
ス
さ

ま
の
こ
と
を
思
い
、
声
を
出
す
ま
い
、
と
が
ん
ば
っ
た
け
れ
ど

も
、
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。」
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E
そ
の
打
た
れ
る
さ
い
に
キ
イ
キ
イ
と
悲
鳴
を
あ
げ
る
の
を
耳

に
す
る
ご
と
に
、
甚
三
郎
は
胸
も
破
れ
、
腸
は
九
廻
せ
ん
ば

か
り
、
な
ん
と
か
し
て
身
代
り
に
な
り
た
い
も
の
と
思
っ
て
も
、

牢
内
に
つ
な
が
れ
て
い
る
身
に
は
そ
れ
す
ら
思
う
に
ま
か
せ

な
い
。

　
子
ど
も
の
こ
と
で
す
か
ら
、思
わ
ず
悲
鳴
を
あ
げ
ま
す
。
そ

の
き
い
き
い
と
泣
き
叫
ぶ
哀
れ
な
声
が
牢
ま
で
聞
こ
え
ま
す
。

そ
れ
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
み
ん
な
は
わ
が
身
が
責
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
身
ぶ
る
い
す
る
の
で
し
た
。
そ
こ
が
役
人
の
ね

ら
い
で
し
た
。
こ
う
い
う
信
仰
の
堅
い
連
中
は
ま
た
他
人
に

同
情
す
る
心
も
強
い
も
の
で
、
自
分
が
責
め
苦
に
あ
う
よ
り

も
、
他
人
の
責
め
苦
に
あ
う
の
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
ほ
う

が
、
よ
け
い
に
苦
し
く
感
じ
ま
す
。
祐
次
郎
の
悲
鳴
を
聞
い

て
身
ぶ
る
い
し
て
い
る
信
者
た
ち
に
む
か
っ
て
、
役
人
は
、
あ

ん
な
め
に
あ
わ
ぬ
う
ち
に
さ
っ
さ
と
改
心
す
る
ほ
う
が
賢
い
ぞ
、

な
ど
と
声
を
か
け
ま
す
。

ピ
ュ
ー
、
ピ
ュ
ー
と
風
を
切
る
ム
チ
が
鈍
い
音
を
立
て
て
、
か

ら
だ
に
食
い
入
る
ご
と
に
、
キ
ァ
ー
、
キ
ァ
ー
と
か
ん
高
い
悲

鳴
が
あ
が
る
。
ま
た
棒
切
れ
を
鼻
や
口
に
突
っ
こ
ん
で
苦
し

め
る
。
祐
次
郎
は
、
た
ま
り
切
れ
ず
声
を
上
げ
る
。
甚
三
郎

は
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
、
胸
の
え
ぐ
ら
れ
る
思
い
に
ま
ゆ
を
ひ

そ
め
、
手
で
頭
を
お
お
い
、
ジ
ッ
と
こ
ら
え
る
ば
か
り
、
身
代

り
に
な
っ
て
や
り
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
牢
獄
に
つ

な
が
れ
て
い
る
身
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

F
　
ま
る
裸
に
さ
れ
人
目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
年
ご
ろ

で
は
い
ち
ば
ん
恥
ず
か
し
い
も
の
で
す
。布
き
れ
一
寸
も
残
ら

ず
取
り
除
か
れ
、
人
目
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
、
今
の
よ
う
な
時

代
で
は
な
か
っ
た
の
で
、身
を
切
る
よ
う
な
北
風
に
吹
き
さ
ら

さ
れ
る
よ
り
も
、
つ
ら
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
通
り
が
か
り
の

役
人
が
、
い
や
ら
し
い
こ
と
ば
で
か
ら
か
っ
た
り
、
い
た
ず

ら
を
し
た
り
す
る
と
、内
気
な
祐
次
郎
の
目
か
ら
は
涙
が
出
ま

し
た
。
し
か
し
祐
次
郎
は
十
字
架
に
ま
る
裸
で
つ
り
上
げ
ら

れ
た
イ
エ
ズ
ス
を
思
い
、
人
の
あ
な
ど
り
、
辱
し
め
を
甘
ん
じ

受
け
る
恵
み
を
願
い
ま
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
も
、
こ
の
よ
う
に
布

き
れ
一
寸
も
残
さ
ず
取
ら
れ
て
素
裸
で
し
た
。あ
と
で
ご
絵
や

ご
像
を
つ
く
っ
た
芸
術
家
た
ち
が
、そ
れ
は
あ
ま
り
ひ
ど
い
の

で
腰
に
布
を
つ
け
加
え
ま
し
た
。
き
の
う
ま
で
師
よ
、師
よ
と

従
っ
て
い
た
幾
百
か
幾
千
か
の
市
民
の
前
に
、
素
裸
で
さ
ら

さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
を
思
え
ば
、
人
通
り
も
少
な
い
山
寺
で
、
顔

を
知
ら
ぬ
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
恥
ず
か
し
い
と
い
っ
て
も

比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
一
心
に
聖
母
マ
リ
ア
に
願
い
、聖

霊
の
力
づ
け
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。と
き
ど
き
役
人
が
や
っ
て

来
て
、
ど
う
だ
改
心
す
る
気
に
な
っ
た
か
と
尋
ね
ま
し
た
。
寒

い
風
に
さ
さ
れ
て
舌
も
こ
わ
ば
り
、
歯
が
が
ち
が
ち
鳴
り
、
こ

と
ば
も
出
か
ね
る
の
で
、
祐
次
郎
は
、
い
や
い
や
と
答
え
る
だ

け
で
し
た
。
夜
に
な
っ
て
も
、い
や
い
や
と
答
え
る
の
で
役
人

も
腹
を
た
て
、
改
心
す
る
ま
で
は
そ
の
ま
ま
で
考
え
ろ
と
言
い

お
い
て
立
ち
去
り
ま
し
た
。
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K
マ
ツ
が
こ
れ
を
慰
め
て
、
い
か
に
し
て
こ
の
十
四
日
間
を
過
ご

し
た
か
と
問
え
ば
、
祐
次
郎
は
左
の
ご
と
く
答
え
た
。

マ
ツ
が
こ
れ
を
慰
め
て
、「
祐
次
郎
、
本
当
に
よ
く
も
、
こ
こ

ま
で
し
ん
ぼ
う
し
た
ね
。
偉
か
あ
、
ど
げ
ん
し
て
、
こ
ん
だ
け

し
ん
ぼ
う
し
た
ね
？
」
と
問
え
ば
、
祐
次
郎
は
、
こ
う
答
え
た
。

L
　
祐
「
八
日
目
に
は
、
も
う
ど
う
し
て
も
堪
え
き
れ
ぬ
。
し
か

た
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
さ
い
、
竹
縁
と
さ
し
む
か
い
に
な
っ

て
い
る
屋
根
の
上
を
見
る
と
、
一
羽
の
雀
が
飯
粒
を
含
ん
で

来
て
子
雀
の
口
に
入
れ
て
や
る
。そ
れ
を
見
て
私
は
す
ぐ
ゼ
ス

ス
様
、
聖
マ
リ
ア
様
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
雀
で
も
わ

が
子
を
た
い
せ
つ
に
養
育
し
て
や
る
、
い
わ
ん
や
私
が
こ
の

竹
縁
に
責
め
ら
れ
る
の
を
天
か
ら
ご
ら
ん
に
な
っ
て
は
、よ
り

以
上
に
可
愛
く
思
っ
て
く
だ
さ
ら
ぬ
は
ず
が
な
い
。

八
日
め
に
は
、
も
う
か
ら
だ
が
も
て
ん
、
こ
の
次
に
も
う
ひ
と

責
め
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
も
ま
だ
御
主
の
お
召
が
な
か
っ
た

ら
、
そ
の
後
の
裁
判
で
は
、
こ
ろ
び
ま
す
る
と
無
我
夢
中
で

言
う
か
も
し
れ
ん
、こ
り
ゃ
困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
ば
い
、祈
り

が
足
ら
ん
け
ん
じ
ゃ
ろ
、
と
一
心
に
な
っ
て
イ
エ
ズ
ス
様
、
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
様
、
ジ
ョ
ゼ
フ
様
に
最
後
の
お
助
け
を
祈
り
ま

し
た
。
祈
り
が
す
ん
で
、
目
を
上
げ
て
向
こ
う
を
見
る
と
、
屋

根
の
上
に
子
す
ず
め
が
お
る
。
そ
こ
へ
親
す
ず
め
が
飛
ん
で

来
て
、何
か
子
す
ず
め
に
食
わ
せ
お
っ
た
。
風
が
ひ
ど
く
吹
く

と
、
親
す
ず
め
は
風
上
の
ほ
う
に
と
ま
り
、
ぴ
っ
た
り
と
か
ら

だ
を
寄
せ
て
や
る
。…
…
そ
れ
ば
見
て
い
る
う
ち
に
ふ
っ
と
気

が
つ
い
た
。
す
ず
め
で
さ
え
親
は
子
を
あ
え
ん
か
わ
い
が
り
、

守
っ
て
お
る
。
の
う
姉
、
お
ら
キ
リ
シ
タ
ン
よ
、
天
主
様
の
子

よ
。
目
に
ば
見
え
ば
っ
て
ん
、天
主
様
が
お
ら
ば
か
わ
い
が
っ

て
守
っ
て
く
だ
さ
る
、
と
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
き
た
と
た
い
。

「
八
日
目
に
は
も
う
た
え
切
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。一
心
に
祈
っ

て
、ふ
と
寺
の
屋
根
を
見
る
と
子
雀
の
口
に
入
れ
て
や
る
の
が

見
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
私
は
す
ぐ
ゼ
ズ
ス
さ
ま
、サ
ン
タ・

マ
リ
ア
さ
ま
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。
雀
で
も
わ
が
子

を
た
い
せ
つ
に
養
育
し
ま
す
。ま
し
て
こ
の
竹
縁
で
せ
め
ら
れ

て
い
る
人
の
子
を
神
さ
ま
が
愛
し
て
く
だ
さ
ら
ぬ
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。

M
テ
ン
グ
の
使
い
が
ど
ん
げ
ん
ひ
ど
か
め
に
あ
わ
せ
て
も
、
な

ん
の
負
け
る
も
の
か
、も
う
も
て
ん
と
思
わ
せ
た
の
も
テ
ン
グ

の
し
わ
ざ
だ
っ
た
の
さ
。
望
み
を
す
て
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
危

な
か
。ど
ん
げ
ん
責
め
苦
に
か
け
ら
れ
て
も
望
み
ば
失
っ
ち
ゃ

テ
ン
グ
の
え
じ
き
に
な
る
ば
か
り
。

N
こ
の
ま
ま
に
死
ん
だ
ら
、
天
堂
へ
行
っ
て
、
天
主
様
か
ら
厚

い
御
褒
美
を
い
た
だ
く
こ
と
も
出
来
る
。
こ
う
思
う
と
勇
気
が

以
前
に
百
倍
し
て
、何
の
苦
も
な
し
に
十
四
日
間
を
堪
え
忍
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
雨
が
降
る
日
に
は
ず
ぶ
濡
れ

に
な
り
、
体
は
ワ
ナ
ワ
ナ
ふ
る
え
出
す
の
で
、
罪
を
後
悔
し
つ

つ
死
を
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
晴
天
の
夜
、月
や
星
が
見
え
る
時

は
天
国
は
月
や
星
の
上
に
在
る
と
い
う
か
ら
、
私
も
き
っ
と
そ

の
月
星
の
上
に
昇
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
が
ま
ん
し
ま

 
し
た
」

…
…
そ
う
気
が
つ
い
た
ら
に
わ
か
に
気
が
落
ち
着
い
て
の
う
、

こ
の
ま
ま
竹
縁
で
責
め
殺
さ
れ
て
も
よ
か
、と
覚
悟
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
今
ま
で
犯
し
た
罪
を
痛
悔
し
、
天
主
様
に

お
ゆ
る
し
を
願
い
、臨
終
の
祈
り
を
一
心
に
唱
え
る
こ
と
に
無

我
夢
中
と
な
り
、
責
め
苦
は
し
だ
い
に
ひ
ど
う
な
っ
た
ば
っ
て

ん
、
よ
ほ
ど
し
の
ぎ
や
す
か
っ
た
。

こ
の
ま
ま
死
ん
だ
ら
、
天
国
の
褒
美
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。
マ
リ
ア
さ
ま
に
願
え
ば
、
た
し
か
に
た
え
る
力
を
与
え

て
く
だ
さ
る
。
こ
う
思
う
と
モ
リ
モ
リ
と
勇
気
が
出
て
、
と
う
と

う
十
四
日
た
え
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
雨
が

降
る
日
に
は
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
、
か
ら
だ
は
ワ
ナ
ワ
ナ
ふ
る
え

出
す
の
で
、罪
を
後
悔
し
つ
つ
死
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
晴
天

の
夜
、
月
や
星
が
見
え
る
時
は
、
天
国
は
月
や
星
の
上
に
あ

る
と
い
う
か
ら
、
私
も
き
っ
と
、
そ
の
月
星
の
上
に
昇
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
が
ま
ん
し
ま
し
た
。」
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O
雪
の
降
る
夜
は
が
た
が
た
ふ
る
う
て
、イ
エ
ズ
ス
様
の
ゲ
ッ
セ

マ
ニ
の
園
で
の
最
後
の
お
祈
り
を
思
う
し
、
晴
れ
た
夜
に
は

星
を
な
が
め
て
天
国
を
思
う
し
、
竹
縁
は
ほ
ん
に
よ
か
黙
想

の
場
所
じ
ゃ
っ
た
ば
い
。

し
の
ぎ
通
せ
た
の
も
、
皆
の
衆
の
祈
り
ば
天
主
様
が
き
い
て

く
だ
さ
れ
た
け
ん
じ
ゃ
ろ
う
。
あ
と
で
お
礼
ば
言
う
て
く
れ
の

う
。
姉
よ
、
祈
り
ば
唱
え
て
く
れ
よ
。
お
ら
気
が
遠
う
な
っ
て
、

祈
り
が
途
中
で
消
え
て
し
も
う
ば
い
。」

P
か
く
て
霜
月
二
十
四
日
と
な
っ
た
。祐
次
郎
の
よ
う
す
が
非
常

に
悪
い
。
い
よ
い
よ
最
期
が
近
づ
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

と
思
わ
れ
て
き
た
。

祐
次
郎
の
最
期
の
と
き
が
き
た
と
聞
い
て
、
甚
三
郎
が
牢
の

下
の
抜
け
穴
か
ら
出
て
き
て
、
や
み
の
中
で
祐
次
郎
の
手
を

握
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
祐
次
郎
の
最
期
が
近
づ
い
た
ら
し
く
、
ぴ
く
ぴ
く
と

か
ら
だ
全
体
が
け
い
れ
ん
し
出
し
た
。

Q
「
つ
ら
か
ろ
う
」
と
マ
ツ
が
言
っ
て
な
ぐ
さ
め
る
と
、

「
つ
ら
か
ろ
う
」
と
マ
ツ
が
声
を
か
け
る
と
、

R
祐
「
い
え
、
そ
ん
な
に
つ
ら
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
私
は
も

う
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
し
ょ
う
。
天
国
へ
昇
っ
た
ら
き
っ
と
皆

さ
ん
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。

「
い
い
え
、
そ
ん
な
に
つ
ら
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
も
う
こ
れ

で
終
わ
り
で
し
ょ
う
。
天
国
へ
の
ぼ
っ
た
ら
、
き
っ
と
皆
さ
ん

の
た
め
に
祈
り
ま
す
。

S
祐
次
郎
は
「
兄
か
？
…
…
兄
よ
、
祐
次
郎
は
よ
わ
む
し
で
、
泣

き
声
だ
し
て
お
父
や
兄
の
顔
を
よ
ご
し
て
す
ま
ん
こ
と
じ
ゃ
っ

た
。
堪
忍
し
て
く
れ
の
う
。
お
ら
、
も
う
じ
き
天
主
様
か
ら
召

さ
れ
る
如
あ
る
。

T
信
仰
を
捨
て
ず
に
終
わ
り
ま
で
し
ん
ぼ
う
し
な
さ
い
。
姉
さ
ん

た
ち
は
天
主
様
の
御
摂
理
で
、こ
の
監
獄
を
出
る
よ
う
に
な
る

か
も
わ
か
ら
ぬ
。
そ
の
時
は
よ
く
人
に
教
え
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
子
供
を
泣
か
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
よ
。
子
供
に
は
罪
が

な
い
。
か
え
っ
て
大
人
は
罪
が
あ
る
か
ら
つ
ぐ
な
い
を
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
す
」
と
、自
分
の
ほ
う
か
ら
皆
を
な
ぐ
さ
め
て

く
れ
た
。

姉
と
兄
は
生
き
な
が
ら
え
て
浦
上
へ
帰
れ
る
如
思
わ
れ
る
ば

い
。
そ
の
時
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
法
度
の
高
札
は
取
ら
れ
、
大

声
で
祈
り
が
で
き
る
に
ち
が
い
な
か
。
浦
上
に
帰
れ
た
ら
、ひ

と
り
は
教
し
え
方
に
な
っ
て
人
々
に
教
え
、
ひ
と
り
は
結
婚
し

て
そ
の
子
の
ひ
と
り
ば
、
神
父
様
に
し
て
く
れ
ろ
。
や
っ
ぱ
り

教
理
を
よ
う
知
っ
と
ら
ん
と
、
信
仰
も
弱
か
け
ん
。

　
子
ど
も
ば
泣
か
せ
な
さ
ん
な
。
子
ど
も
に
罪
は
な
か
。
子

ど
も
ば
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
よ
…
…
。」

　
祐
次
郎
は
た
び
た
び
気
を
失
い
、
正
気
づ
い
て
は
少
し
ず

つ
話
し
ま
し
た
。

信
仰
を
す
て
ず
に
終
わ
り
ま
で
辛
抱
し
て
く
だ
さ
い
。
姉
さ
ん

た
ち
は
神
様
の
み
摂
理
で
、
こ
の
牢
獄
を
出
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。そ
の
時
に
は
よ
く
人
に
教
え
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。子

供
を
泣
か
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
よ
。
子
供
に
は
罪
が
あ
り
ま
せ

ん
。
お
と
な
こ
そ
罪
が
あ
り
ま
す
か
ら
、償
い
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
み
な
を
励
ま
す
の
だ
っ
た
。

U
時
は
ま
さ
に
十
一
月
二
十
五
日
の
夜
で
、
兄
の
甚
三
郎
も
危

篤
と
聞
い
て
忍
び
入
っ
て
来
た
。
し
か
し
小
さ
な
カ
ン
テ
ラ
一

つ
あ
る
で
は
な
い
。
ま
っ
く
ら
や
み
に
手
さ
ぐ
り
を
し
て
、
看

護
を
す
る
ば
か
り
。

時
は
明
治
三
年
十
一
月
二
十
五
日
の
夜
、
兄
の
甚
三
郎
も
弟

の
危
と
く
を
聞
い
て
忍
び
入
っ
て
き
た
。
ま
っ
暗
や
み
の
中
で
、

手
さ
ぐ
り
し
な
が
ら
弟
の
看
護
に
あ
た
っ
た
。

浦
上
に
帰
れ
た
ら
、ひ

と
り
は
教
し
え
方
に
な
っ
て
人
々
に
教
え
、
ひ
と
り
は
結
婚
し

て
そ
の
子
の
ひ
と
り
ば
、
神
父
様
に
し
て
く
れ
ろ
。
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K
マ
ツ
が
こ
れ
を
慰
め
て
、
い
か
に
し
て
こ
の
十
四
日
間
を
過
ご

し
た
か
と
問
え
ば
、
祐
次
郎
は
左
の
ご
と
く
答
え
た
。

マ
ツ
が
こ
れ
を
慰
め
て
、「
祐
次
郎
、
本
当
に
よ
く
も
、
こ
こ

ま
で
し
ん
ぼ
う
し
た
ね
。
偉
か
あ
、
ど
げ
ん
し
て
、
こ
ん
だ
け

し
ん
ぼ
う
し
た
ね
？
」
と
問
え
ば
、
祐
次
郎
は
、
こ
う
答
え
た
。

L
　
祐
「
八
日
目
に
は
、
も
う
ど
う
し
て
も
堪
え
き
れ
ぬ
。
し
か

た
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
さ
い
、
竹
縁
と
さ
し
む
か
い
に
な
っ

て
い
る
屋
根
の
上
を
見
る
と
、
一
羽
の
雀
が
飯
粒
を
含
ん
で

来
て
子
雀
の
口
に
入
れ
て
や
る
。そ
れ
を
見
て
私
は
す
ぐ
ゼ
ス

ス
様
、
聖
マ
リ
ア
様
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
雀
で
も
わ

が
子
を
た
い
せ
つ
に
養
育
し
て
や
る
、
い
わ
ん
や
私
が
こ
の

竹
縁
に
責
め
ら
れ
る
の
を
天
か
ら
ご
ら
ん
に
な
っ
て
は
、よ
り

以
上
に
可
愛
く
思
っ
て
く
だ
さ
ら
ぬ
は
ず
が
な
い
。

八
日
め
に
は
、
も
う
か
ら
だ
が
も
て
ん
、
こ
の
次
に
も
う
ひ
と

責
め
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
も
ま
だ
御
主
の
お
召
が
な
か
っ
た

ら
、
そ
の
後
の
裁
判
で
は
、
こ
ろ
び
ま
す
る
と
無
我
夢
中
で

言
う
か
も
し
れ
ん
、こ
り
ゃ
困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
ば
い
、祈
り

が
足
ら
ん
け
ん
じ
ゃ
ろ
、
と
一
心
に
な
っ
て
イ
エ
ズ
ス
様
、
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
様
、
ジ
ョ
ゼ
フ
様
に
最
後
の
お
助
け
を
祈
り
ま

し
た
。
祈
り
が
す
ん
で
、
目
を
上
げ
て
向
こ
う
を
見
る
と
、
屋

根
の
上
に
子
す
ず
め
が
お
る
。
そ
こ
へ
親
す
ず
め
が
飛
ん
で

来
て
、何
か
子
す
ず
め
に
食
わ
せ
お
っ
た
。
風
が
ひ
ど
く
吹
く

と
、
親
す
ず
め
は
風
上
の
ほ
う
に
と
ま
り
、
ぴ
っ
た
り
と
か
ら

だ
を
寄
せ
て
や
る
。…
…
そ
れ
ば
見
て
い
る
う
ち
に
ふ
っ
と
気

が
つ
い
た
。
す
ず
め
で
さ
え
親
は
子
を
あ
え
ん
か
わ
い
が
り
、

守
っ
て
お
る
。
の
う
姉
、
お
ら
キ
リ
シ
タ
ン
よ
、
天
主
様
の
子

よ
。
目
に
ば
見
え
ば
っ
て
ん
、天
主
様
が
お
ら
ば
か
わ
い
が
っ

て
守
っ
て
く
だ
さ
る
、
と
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
き
た
と
た
い
。

「
八
日
目
に
は
も
う
た
え
切
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。一
心
に
祈
っ

て
、ふ
と
寺
の
屋
根
を
見
る
と
子
雀
の
口
に
入
れ
て
や
る
の
が

見
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
私
は
す
ぐ
ゼ
ズ
ス
さ
ま
、サ
ン
タ・

マ
リ
ア
さ
ま
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。
雀
で
も
わ
が
子

を
た
い
せ
つ
に
養
育
し
ま
す
。ま
し
て
こ
の
竹
縁
で
せ
め
ら
れ

て
い
る
人
の
子
を
神
さ
ま
が
愛
し
て
く
だ
さ
ら
ぬ
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。

M
テ
ン
グ
の
使
い
が
ど
ん
げ
ん
ひ
ど
か
め
に
あ
わ
せ
て
も
、
な

ん
の
負
け
る
も
の
か
、も
う
も
て
ん
と
思
わ
せ
た
の
も
テ
ン
グ

の
し
わ
ざ
だ
っ
た
の
さ
。
望
み
を
す
て
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
危

な
か
。ど
ん
げ
ん
責
め
苦
に
か
け
ら
れ
て
も
望
み
ば
失
っ
ち
ゃ

テ
ン
グ
の
え
じ
き
に
な
る
ば
か
り
。

N
こ
の
ま
ま
に
死
ん
だ
ら
、
天
堂
へ
行
っ
て
、
天
主
様
か
ら
厚

い
御
褒
美
を
い
た
だ
く
こ
と
も
出
来
る
。
こ
う
思
う
と
勇
気
が

以
前
に
百
倍
し
て
、何
の
苦
も
な
し
に
十
四
日
間
を
堪
え
忍
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
雨
が
降
る
日
に
は
ず
ぶ
濡
れ

に
な
り
、
体
は
ワ
ナ
ワ
ナ
ふ
る
え
出
す
の
で
、
罪
を
後
悔
し
つ

つ
死
を
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
晴
天
の
夜
、月
や
星
が
見
え
る
時

は
天
国
は
月
や
星
の
上
に
在
る
と
い
う
か
ら
、
私
も
き
っ
と
そ

の
月
星
の
上
に
昇
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
が
ま
ん
し
ま

 
し
た
」

…
…
そ
う
気
が
つ
い
た
ら
に
わ
か
に
気
が
落
ち
着
い
て
の
う
、

こ
の
ま
ま
竹
縁
で
責
め
殺
さ
れ
て
も
よ
か
、と
覚
悟
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
今
ま
で
犯
し
た
罪
を
痛
悔
し
、
天
主
様
に

お
ゆ
る
し
を
願
い
、臨
終
の
祈
り
を
一
心
に
唱
え
る
こ
と
に
無

我
夢
中
と
な
り
、
責
め
苦
は
し
だ
い
に
ひ
ど
う
な
っ
た
ば
っ
て

ん
、
よ
ほ
ど
し
の
ぎ
や
す
か
っ
た
。

こ
の
ま
ま
死
ん
だ
ら
、
天
国
の
褒
美
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。
マ
リ
ア
さ
ま
に
願
え
ば
、
た
し
か
に
た
え
る
力
を
与
え

て
く
だ
さ
る
。
こ
う
思
う
と
モ
リ
モ
リ
と
勇
気
が
出
て
、
と
う
と

う
十
四
日
た
え
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
雨
が

降
る
日
に
は
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
、
か
ら
だ
は
ワ
ナ
ワ
ナ
ふ
る
え

出
す
の
で
、罪
を
後
悔
し
つ
つ
死
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
晴
天

の
夜
、
月
や
星
が
見
え
る
時
は
、
天
国
は
月
や
星
の
上
に
あ

る
と
い
う
か
ら
、
私
も
き
っ
と
、
そ
の
月
星
の
上
に
昇
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
が
ま
ん
し
ま
し
た
。」
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V
そ
の
時
、
祐
次
郎
は
甚
三
郎
に
「
兄
さ
ん
は
神
様
の
は
か
ら

い
で
、
し
ゃ
ば
に
生
き
て
帰
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
し
生
き
て
帰
っ
て
世
帯
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
長

男
が
神
父
さ
ま
に
な
れ
る
よ
う
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
遺
言

し
た
。

W
翌
二
十
六
日
の
朝
、
こ
の
信
仰
の
勇
士
は
つ
い
に
最
後
の
息

を
引
き
取
っ
て
、そ
の
勇
ま
し
い
魂
を
天
主
の
御
手
に
還
し
た
。
そ
う
し
て
、
兄
と
姉
の
手
を
握
っ
た
ま
ま
、
十
一
月
二
十
六
日

の
暁
に
、
美
し
い
魂
を
神
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
翌
十
一
月
二
十
六
日
の
朝
、
こ
の
信
仰
の
勇
士
は
、

つ
い
に
姉
マ
ツ
の
膝
の
上
で
最
後
の
息
を
引
き
取
っ
た
。

X
夜
が
明
け
る
と
役
人
が
棺
を
も
っ
て
来
て
、
ち
ょ
っ
と
や
り
す

ぎ
た
か
な
と
つ
ぶ
や
き
、死
体
を
手
早
く
棺
に
押
し
込
ん
で
か

つ
い
で
行
き
ま
し
た
。
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